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椎茸は二セマツタケか，バカマックケか

千原飛山は雑誌「山のさち」昭和8年5月号

に，「椎茸之調査」という記事を載せている。こ

の雑誌は京都府山林会が発行したもので，林業技

術の普及を主目的とした月刊誌であった。又，千

原は山林会の技師で，シイタケ，マツタケについ

て，彼独特の栽培観を有しており，現代科学に通

ずる所も多いので，著者はその詳細について紹介

したことがある。千原の仕事を調べている際に，

椎茸の記事を見つけた次第である。

「京都府下相楽郡高山村に於ては明治初年以来

抱に発生する茸を早生松茸（サマツ）と称し，之

を大阪方面に販売している」との書き出しで始ま

り，発生地の地況，林況，季節，菌糸，茸の形状，

色沢の5項に分けて詳しく報告している。値段

は1貫目（3．75kg）4円であった。

「丹波，丹後でも，偶々，此抱茸が発生してい

ると聞く」が，当時は全国的にめずらしかったよ

うである。ただ，「一昨年秋田県で雑木中に松茸

が生へたとの報告があったのは此物であろう」と

千原は云う。「此砲茸は，櫓，水槽にも発生する

らしいが，丹後地方の椎林内に発生する松茸と全

く同一のものと認める」としている。抱茸と仮名

をつけた理由は「調査した高山村では抱の板に発

生するからここでは椎茸と称することにした」で

ある。子実体の特徴は「普通松茸と全く同様で単

に太さが小なるに過ぎないのみで，石突が多くは

宿せて尖った形」である。ただ，「生育のよい太

い子実体は石突も九味をおびている。」子実体1

個の重量は「2，30匁位」であるが，「100匁位」
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のものもある。1匁は約3．75gであるから，平

均重量は約100gと考えられるが，100匁といえ

ば375gである。子実体の色は「普通松茸よりも

黒みと黄みを多く有しており，香はやや少い。」

シロの特徴として，「菌糸は恰も普通松茸の菌糸

と同じく，落葉の下を蔓延しているが，砂地では

表面より2・3寸も土中に蔓延していることも

ある」は，腐植層の位置が明記されていないから，

不充分ではあるが，一応B層を中心にしている

ことが解る。シロの「伸長状態は円，半円，直線

等である」が，「円又は半円となるのに3，4ヶ

年」かかる。菌糸の色は「白色にして，松茸の香

あるものは1年生又は2年生である」が「灰色

に変じて香りのないものは3年生以上である。」

発生地の概況について，先ず「高原地勢を有し山

野の規模小にして，大体緩斜地である。」「花崗岩

及び洪積層」を基岩とし，土壌は「普通松茸山と

ほぼ同一の植土にして，水素イオン5度位，地

味瘡悪なるを常とする」と説明している。林況と

しては「抱を主とする林にして，イヌツゲ，リョ

ウブ，ツツジ，クリ等を僕に混生している。」椎

茸発生の位置は「林木柏不良の所で年齢は2，3

年生より17，8年位迄，主に13年生位である。」

発生時期は「普通の松茸より1ケ月早く発生

する。早い時は8月下旬頃出るが，9月1日頃

より始まりて，最盛期は9月中旬である。」

以上は千原が記載した砲茸であるが，写真もス

ケッチもないので記録を中心に推理するより方途

がないが，子実体の形（軸が細くなる），子実体

重量（100gから400g），香（うすい），寄主（砲，

櫓，水椿，椎等），菌根層（B層中心），茸輪（円，

半円，又は直線）などから考えると，千原のいう

絶筆はニセマックケの可能性が高い。ただ，当時

の京都府下全域から考えると，他地域の情報には，

現在のバカマックケも一部含まれているようであ

る。これら二種は今日でも混同されているので，

止むを得ないことであろう。いずれにせよ，この

記事により，マツタケ近縁種が明治時代から商品

価値をもっていたことがわかる点大変興味深い。

（〒602京都市上京区今出川通

同志社女子大学生物学教室）
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マッシュルームとの出会い

私と栽培きのことの関係は，70数年前にアメ
リカのカリフォルニアで私が生まれた時から，運

命づけられていたように思えてなりません。当時
両親は農業の中でも収入が多いと言われていたマ
ッシュルーム栽培を行ない，そこで儲けたお金を
その他の栽培きのこ研究につぎ込んでいたので
す。それ以来あらゆる栽培きのこと縁の切れない
事になりました。父が亡くなり私が後を継く、、事に
なってから，同好の人に配布してきたものの一部
を参考のために引用したいと思います。

『マッシュルームと言えば，もともと欧米のも

のでしたが，その消費は国内で近年ますます増加
し，この栽培は非常に将来性があります。日本で
の元祖は私の父の森本彦三郎です。父は明治38

年（1905年）に渡米して，マッシュルーム栽培
の技術研究のため前後15年間米国各地を視察し，

また米国の栽培の中心地であるフィアデルフィア
で実地研究を行ないました。さらに渡欧して，フ
ランスのパリにあるミュージアム大学の世界的菌

学者Costantin教授およびHarding氏について胞

子培養法を学びました。大正9年（1920年）帰
国後，我国最初の完備した栽培場を現在地の京都
に建設し，ここに日本マッシュルーム栽培の第一

声をあげました。以来，技術習得に集まる者が数
百人に達し，ここから優秀な技術者を輩出してき
ました。このことにより戦後の経済復興時に日本
のマッシュルーム栽培は，輸出産業の一つとして

ドル獲得に貢献しました。』

父がパリに着いたときは仏英辞典一冊しかな

く，言葉の壁にぶつかって苦労したようです。父
は，研究室で試験管洗いのアルバイトなどをしな
がら，ここでマッシュルーム栽培技術など，多く

のことを学びました。このことは帰国後，エノキ

タケをはじめ7種類ものきのこの人工栽培成功
のきっかけになりました。

人工栽培で重要なものに培地があります。オガ
クズと糠のくみあわせのヒントは，父の実家が和

歌山の農家であり，耕作用の牛の飼料にわらと当
時，他に使いみちの無かった糠を利用していたこ
とや，土堤に山積みされた製材所からの廃棄物で
あったオガクズを毎日ながめていたことにあると

思われます。
最初にエノキタケの人工栽培に取り組むきっか

けは，当時丹波の篠村でエノキタケのはだ木栽培
が盛んであったことや，それに係わっていた人が

伏見近くにおられたことでした。
以後，篠村とは栽培改良の話などをくりかえし

ましたが，残念ながら結局，篠村にはエノキタケ
の人工栽培は定着しませんでした。

最近はエノキタケ栽培が盛んで，あちこちにキ
ノコ御殿なるものが建っていますが，父が願って
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いた農業のささやかな副業としてのものとは遠く

離れてしまったような観があります。
エノキタケ栽培が完成する前にはいろいろな問

題にぶち当たりました。当時20万円も使って建
てた大規模な栽培棟は，大雨が降るたびに建物が

浸水するなど，いろいろな事が重なって倒産しま
した。莫大な借金だけが残り，家に押掛けて来る

債権者を前にした父の姿に，当時小学生だった私
にも，父の苦しみが痛いほど伝わってきました。

その後の1928年5月30日，大阪朝日新聞にエ
ノキタケ人工栽培が報じられて事態は大きく変わ

りました。その頃は昭和4，5年の大不況でした
ので，連日問合わせの手紙が30cmも積み上が

るほどで，このおかげで10年もかかっていた借

金を返済し，マッシュルームの事業を再建するこ
とができました。そののち父は，ブナシメジ，ヒ

ラタケ，マイクケ，フクロタケ，マンネンタケ，

など次々と人工栽培法を発表していきました。
栽培きのこの顔ぶれも，時代と共に変わってき

ました。近い将来，シイタケの菌床栽培が首位の
座に着くだろうとは，50年前には予想の出来な
かったことです。次の時代には何が脚光を浴びる
かは予測がつきません。しかし栽培する種類が変
わっても，これまでに培われて来た技術が，新し
い栽培法の大きな原動力になるのは疑いのないこ

とだと信じています。

現在栽培されているきのこを見てみると，商品
価値のある形のいいものだけが取り引きされ，そ
うでないものは多量に廃棄されています。長い年
月栽培きのこを見て来た私は，それが自然の命を
もてあそんでいるように思え，心痛く感じてなり
ません。故浜田稔先生もきのこに対する思いやり
がとても深い万だったように記憶しています。自

然界の中の働きを無視し，人間の一方的な欲望だ
けできのこを作り出そうとしているのに疑問を感
じるのは私だけでしょうか？

植物や動物が出した不要物をきのこたちは分解
し，また植物が利用できる物質に変えていきます。

彼らは人の目にふれないところで休むことなく仕
事を続け，時が来ればきのことしてひょっこりと

姿を現わし，私たちを驚かせ，また楽しませてく
れるのです。私は70年間マッシュルームたちを

見続けてきましたが，今も彼らが語りかけてくる
言葉を聞けることに喜びを感じています。

最後に，この談話会の生みの親である浜田先生
の書かれた『マツタケ日記』を紹介したいと思い

ます。この本は単なる実験記録でなく，人間味の
あふれた内容で，本文中には先生のきのこに対す
る慈しみがつまっているように思えてなりませ
ん。この本をみなさんに読んでいただけることを

願って，ここで筆を置くことにします。

（〒612京都市伏見区桃山水野左近東町76）
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きのこ毒を甘くみて参った話

この会に入ってから自生きのこを家で試食する

掻会が多くなった。勿論致命的な猛毒菌には細心

の注意を払うが，胃腸障害を起す程度なら，大し

たことはあるまいと高をくくったのがいけなかっ

た。というのも前にヌメリイグチを少し食べすぎ

て下痢をした事があり，あの程度ならという気持

も手伝ったようだ。

本題に入ると，去年10月半は，近く（高槻市

北部）のアカマツと広葉樹の混交林内でウラべニ

ホティシメジと覚しきもの10本位を見つけ，採

取した。高さ10cm内外で柄は太くがっしりし

ている。これまでにもっと大きくなったウラべニ

ホティシメジを2回試食し，あまりうまいとは

思わなかったが別条はなかった。これはその幼菌

であろうと速断したのだが，やはりクサウラベニ

タケではないかとの心配もあり，大いに迷った末，

柄ががっしりしていることを頼りに思い切って

3本を玉ねぎと共に油でいため，ビーフステーキ

に添えて食べ，同時にビール大ぴんを1本飲ん

だ。（この時点では傘の縁には殆んど全く屈曲が

なかったので，イッボンシメジの可能性は念頭に

なかった。）

約一時間後，腹部の膨満感を覚えたので少し早

いが9時半頃就寝したら，途端に少しむかつき

を感じ，トイレに行ったが固い便が少し出ただけ。

再び床に入ると，今度は強い嘔吐感を催し，また

トイレに駆け込んだら吐くと同時に本格的な下痢

も始まり，「しまった」と思ったがもう遅い。そ

れから数回ふとんとトイレの間を往復し，上と下

から食べたもののすべてを排出してしまった感じ

がして，やっと浅い眠りに入った。

翌朝，目覚めてからもなお下痢（水様便）二回，

嘔吐一回あり，やや気分はましになったが大量脱

水の為か，体はぐったりして一日中ソファーに横

になっていた。食慾は全くなく，緑茶だけを飲ん

で水分を補給した。終日下痢が続いたが夕方やっ

と食慾が少し出たので梅干でおかゆを二杯食べた。

三日目もまだ下痢は治まらないが気分は大分よ

くなったので，四手井さんの「きのこ手帖」にク

サウラベニタケ中毒の体験記があったのを思い出

して，ふらふらしながら，図書館まで出かけて，

もう一度詳しく読み直したら，同じような症状が

書かれており，「そのあと10日間位食慾がなかっ

た」そうで，これなら医者へ行く必要はないとひ
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と安心した。（もっとも，医者へは恥かしくて初

めから行くつもりはなかったが。）四手井さんと

同じように体調が完全に回復するまでは約一週間

位かかった。

しかしその後，どうもあれはクサウラべニタケ

とは少し違うのではないかという疑念が消えず，

今年10月半ばにもう一度同じ場所へ行ってみた

ら果して同じ様なきのこが生えていた。それを図

鑑などで詳しく調べ直したらどうやらイッボンシ

メジのように思えて来たので，上田俊穂先生に同

定をお願いした結果，『クサウラベニタケの柄の

太いタイプ』あるいは『ごく近縁の別種』という

ことであった。

東北や北関東ではウラベニホティシメジを好ん

で食べる習慣があり，スーパーなどで自生品が盛

んに市販されているらしい。先年，山形県である

農協が地元民（勿論きのこのベテラン）から集荷

したウラべニホティシメジを市場に流した所，ク

サウラベニタケが混入していて，広範囲の中毒事

件が起ったという，新聞記事があり，この判別は

玄人でも誤り易いものなのだろう。そこで今年の

きのこ展の会場で3人の会員の方に，ウラベニ

ホティシメジを識別するのに，決め手となるポイ

ントがないかを質問してみた。その結果，傘の表

面に（1）指で押したようなやや濃色の斑紋があ

ること。（2）光にすかしてみると，キラキラ光る
“銀シャリ”があること。（3）放射状に白い絹糸

様のかすり模様のあること。等がウラベニホティ

シメジの特徴であると伺った。但し（1）はない

ものもあり，（2）は古くなると消えるように思わ

れる。つまり多くの本に書いてある“柄が固く全

体ががっしりしている”ことは識別の決め手には

ならないということである。

ところが，3日前に近くの山で，正に上記の

3条件を備えている“ウラべニホティシメジ”が

あったので，これは間違いないと確信し，試食テ
ストをすべきであると思ってみたものの，去年の

苦しい思い出が蘇り，まだそのまま机上に置いて

ある次第で，情報として，画竜点晴を欠くことに

なり甚だ申し訳ないと思う。

何れにしてもきのこ毒を甘くみると痛烈なカウ
ンターパンチを喰い，その激しさは腹こわしや二

日酔の比ではないことと，きのこの同定はつくづ

く難しいものだということを身をもって体験した

次第だ。　　（〒569高槻市松が丘3の13の18）



乗鞍高原観察・採集会

関西菌類談話会に入会させて戴いたのは，1988
年10月のことで，以来，朝日の森，大山2回，
そして今年の乗鞍高原と4回目の参加です。
広島に生れ育った私は，幼時，両親につれられ

てナバ採りに出かけたことがあります。ナバとい

えばマツタケのことで，あとクロコ（クロカワ）

とネズミタケ（ホウキタケ）の3種を採り，そ
の他は全部クソナバで見向きもしませんでした。
’83年秋，日本菌学会員の友人が，信州の山を歩

きにゆこうと佐久でのフォーレにさそって下さい
ました。その頃の私は，日本産のカンアオイ属を

集めていたので，ここで白状しますと，信州のカ
ンアオイ採集が目的ででかけました。

ところがフォーレ終了後，信州きのこ研究会の

浜武人氏が，不便な佐久から諏訪市まで送って下
さり，その上，車を半日貸して下さったのです。
秋晴のもと，ヴィーナスラインをを存分にドライ
ブしました。さらに帰広後，浜氏の御著書の『信
州きのこ百科』が届いたのです。

これがきのこ図鑑の初見でした。最初は浜氏の
ご親切に答えなくてはという気持で頁をめくって
いましたが，そのうちいつのまにか，きのこに引

きつけられていました。次いで，『日本菌類図鑑』
などを求め，しばらくの間は，植物図鑑の花をき
れいだなと思いつつ見るのと同じ気分で，図鑑を
眺めてきのことつきあっていました。実に多種多
様のきのこがあるのに驚きました。ついに，これ
らが本当に野山にあるのか確かめたくなって，
’85年の秋頃から，きのこを求めて野山に入り始

めたのです。

野山にはきのこがあるのですね。それまでは目
につかなかったきのこが，次から次へと私のもと
に近寄ってくる気さえしました。特に図鑑で覚え
て印象に残っているクマゴタケとかダイダイガ

サ，ソライロタケなどを見つけた時は，まるで恋

いこがれている憧れの人に出逢った感さえして，

胸の高鳴りを覚えました。しかし，こんなことは
例外で，ほとんどのきのこが図鑑と絵あわせして
も判らないのです。これはもう，専門家に教えて
もらう以外に道はないと思い，菌華所の長沢先生
の門戸をたたき，広島大の堀越先生の紹介で関西

菌類談話会に入会させて戴いた次第です。いささ
か，自己紹介が長くなりましたが，さて本題の乗
鞍高原に移りたいと思います。
8月1日午前9時20分京都駅集合。前日ゆくこ

とができず，1日7時の新幹線で行くことにな
りました。必然的に5時起床，6時出発，早起き
の苦手な私としては寝すごしてはいけない，なら
ば徹夜するのみと，バルセロナオリンピックの古

賀選手の活躍を完全テレビ応援で夜をあかしまし
た。そのため新幹線でスヤスヤ，バスの中でグウ
グウとしているうちに乗鞍高原到着，眼もパッチ
リときめさわやかな乗鞍高原の地を踏みました。

今年度は，第1日目に新しく分科会が企画さ
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れ，4コース・13種の講座が用意されました。

私は，硬質菌・腹菌類・子嚢菌・ホウキタケ属の
分類コースに参加しました。これらは，いつも採

集品の同定が困難でおろそかになるので，勉強を
と思ったからです。分科会は，同室の皆様との話
題の中でも好評で，今後もぜひ続けて欲しいと皆
希望しました。お世話される方，大変のことと存
じますが，来年もよろしくお願いします。
さて2日目，全員で林間コースの採集です。

林の中は歩き易く，ホタルブクロ，イチヤクソウ
の仲間の多い林床で，気持の良い散策が楽しめま

したが，歩けども歩けども目的のきのこにはお目
にかかれないのです。と，どこからか「タマハジ
キタケ」の声が聞こえてきたので，声の方向に急

ぎました。タマハジキタケは2度目で，前回の

写真がダメだったので，写真を撮らせて戴こうと
思ったのです。ところが1枚撮ったところでカ
メラの電池が切れ，予備を持っていなかったので，
このたびもチャンスをのがしてしまいました。

夜のスライド勉強会では，吉見先生の子嚢菌の
部を大変興味深く思いました。たったこの間まで，
丸いのはみんな腹菌類と思いこんでいた私です。

3日目，東大ヒュッテコースと国民休暇村裏
コースの2班に分れて採集，東大コースに参加

しました。やはりここでも，私はきのこが採れま
せん。『きのこと男心は秋の空』です。それで，
書見先生に同行させていただき，地下生菌のさが
し方を観察しました。まず場所選び，そして掘り
方，また色々なお話もうかがい，きのこはなくと
も有意義な時間となりました。この時，初めてひ
からびてはいましたがウサギの糞を手にしまし
た。吉見先生は，ウサギの糞も大事に採集されま
した。

鑑定会には，沢山のきのこが出展されており，
皆様方はどんな眼をしてさがされたのか不思議な
思いと，やっぱり私はきのこさがしが下手なのだ
と少々自己嫌悪気味でした。この日，オオダイア
シべニイグチ，アメリカウラベニイロガワリなど

初めて観察しました。夕食後，採集品のマスタケ
が調理されてきました。試食しましたが…。

4日臼，台風9号を気にしなから帰路につき

ました。

今，心に感じることは，きのこに興味を持って，
人生が豊かになった思いです。きのこの名前を知
りたい一心で，それまで知らない方に話かけるの
が苦手だった私が，臆面もなく初歩的な質問をし
ており，諸先生方はどんな質問にもていねいに答
えて下さり，とても嬉しく感じました。これほと
りもなおさず，きのこが人生を豊かにしてくれた
のではなく，きのこを通して，皆様方と出逢い，
そして暖かい心にふれさせて戴いたことが人生を
楽しく豊かにしているものと深く感謝致しており
ます。これからもよろしくお願いします。

（〒731－31広島市安佐南区沼田町伴9145）



植物の内生菌について

植物は生きていく上で多くの微生物と関係を持

たざるを得ません。その中には病原菌のような阻

害的なものから菌根菌のような相利共生的なもの

まで様々なものがありますが，近年内生菌（endo－

phyte）という新しい共生菌が注目され始めてい

ます。内生菌とは顕著な病徴を作らずに健全な組

織内で生育する菌のことです。元々英語のendo－

phyteという言葉は，菌学上は植物の組織内に生

育する菌一般を指す言葉で，病原菌や菌根菌も含

む幅広いものでした。しかし現在ではこの言葉を

健全組織内の菌に限定して用いる用法も一般的に

なってきました。

植物の健全な組織の中に菌が感染しているとい

う報告はかなり以前からありますが，それほど注

目されていませんでした1）。ところが1970年代の

後半から1980年代にかけてこの現象が極めて普

遍的に見られることが明らかになり，世界中で研

究されるようになって来たのです。

それでは内生菌は植物にとってどのような役割

を果たしているのでしょうか。内生菌として分離

される菌の中には病原菌の潜在感染と考えられる

ようなものもありますが，多くの内生菌は植物と

相利共生の関係にあると考えられています。その

場合，植物は菌を養うコストに見合う利益がなけ

ればなりません。その利益としては，植物が内生

菌の感染によって植食者や病原菌に対する抵抗性

を得ることなどが考えられています。このことは

イネ科草本や針葉樹などについてはよく研究され

ています。

イネ科草本の多くはバッカクキン科の内生菌に

感染していることが明らかになっています。この

内生菌はBalansiae連（Ebichloe属や励hmsia属

など）の菌や，それらの不完全時代と考えられる

Ac柁肌0乃f〟∽属のものです。これらの菌は宿主の

植物体全体に感染し，またその多くは種子を通し
て伝搬します。なお，Am刑馴南朝属の内生菌に

感染した植物は病徴を示しませんが，Balansiae

連の菌に感染した植物は花序の発達を阻害される

ことが知られています3）。

家畜が牧草を食べて麦角中毒のような症状を示

すことがあるのは古くから知られていましたが，

その原田が内生菌にあることが1970年代の後半

に明らかにされました。これらの内生菌は宿主の

組織内で有毒なアルカロイド化合物を合成してい

畑　　　邦　彦

たのです。さらに，内生菌に感染したイネ科草本

は昆虫や病原菌に対しての抵抗性が強まったとい

う報告も多数なされてきています。そのためイネ

科草本の内生菌は現在育種などの応用面からも注

目を集めています3）。

針葉樹の内生菌についてもイネ科草本と同様よ

く研究されています。なかでもダグラスファー（ト

ガサワラに近縁の針葉樹）の針葉の内生菌につい

ては詳しく研究されています。ダグラスファーの

針葉の表皮細胞には斤加わゐcJわ‡g♪α戒grf（子嚢菌）

が感染します。この菌は感染後も針葉が老化する

までその細胞内に不活性な状態で留まり，針葉が

枯死，落葉した後になってはじめて分生子を形成

します。この内生菌凡♪α沌grfはダグラスファー

の針葉に虫えいを作るクマバェに対して阻害作用

があることが明らかになっています2）。

これらの他に，ニレの樹皮の内生菌がニレ胴枯

病菌を媒介するニレキクイムシを阻害していると

いう例なども注目されています4）。

内生菌は宿主の植物の抵抗性を強める以外にも

何らかの役割を果たしているのではないかと考え

られていますが，それは今後の研究課題だと思わ

れます。

内生菌の研究は世界的にはますます盛んになり
つつあり，研究者も増えています。日本ではまだ

研究が始まったばかりですが，これからはこのよ

うな基礎的研究分野をもっと重視していく必要が

あるのではないでしょうか。

最後にこの文章をまとめるに当たって有益な御

助言を頂いた京都大学農学部応用植物学研究室の

二井一禎博士をはじめとする皆様に厚く御礼申し

上げます。

（〒606京都市左京区北白川

京都大学農学部応用植物学研究室）
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小房子の　う　菌類　と　は

小房子のう菌類は2重膜子のうと小房で特徴付
られる子のう菌類の一分頬群で，植物体，土壌，

動物の糞，落葉落枝などに生息しています。菌類
辞典によれば，6，270種が本分類群に含まれてお
り，子のう菌類では一番大きな分類群です。
日本にも小房子のう菌類は豊富に産すると思わ

れますが，日本では植物に病気を起こすもの，土
壌生，糞生の仲間が比較的良く調べられているだ
けで，その他の種類は殆ど調べられていないのが
現状です。現在までに約500種が日本から報告
されているに過ぎません。しかも，それらの多く

は現在の子のう菌分類学的立場からの分類学的再

検討を必要としています。
小房子のう菌類という分類群が一般に馴染みが

無いためかも知れませんが，日本に産する小房子
のう菌類の分類学的研究は大変遅れています。そ
こで，小房子のう菌類の特徴とその分類体系につ
いて簡単に説明してみたいと思います。

1．小房子のう菌類の特徴－2重膜子のうと小房

A．2重膜子のう

2重膜子のうとは，文字通りに子のうが2枚
の膜でできている子のうのことです。他の子のう

菌類の子のうは1枚の膜から出来ています。2
重膜子のうは子のう胞子を〈ビックリ箱〉式に外

部へ放出します。すなわち，2重膜子のうの外
側の膜は厚く伸縮性がありませんが，内側の膜は
薄く伸長性があるため外側の膜が破れると内側の
膜があたかも　〈ビックリ箱〉のように外へ飛び出
して先端から子のう胞子を放出します。
この　〈ビックリ箱〉式の子のう胞子の放出は

18世紀の後半には既に観察報告され，その後も

何人かの菌学者によって報告されています。しか
し，この2重膜子のうが子のう菌類の分類にお
いて大変重要な分類形質であると認識されるよう

になったのは今世紀の前半になってからです。な
お，2重膜子のうでは1重膜子のうで観察され
るような子のうの頂部構造は普通観察されません。

2重膜子のうの　くビックリ箱〉式の形態を観

察するには，小房子のう菌類の子のうの塊をスラ
イドグラス上に載せた水滴中に採り，これを実体

顕微鏡下でたんねんに柄付針でほぐしてカ／ミーグ
ラスをかけて検鏡します。図1に示したような

形態を示す子のうを観察することが出来ます。子
のう栗の成熟度あるいは菌の種類によっては〈ビ

ックリ箱〉式の子のうの観察が非常に難しい場合
もあります。

B．小　房

小房子のう菌類のもう一つの大きな特徴は，外
観は核菌類の子のう栗に類似していますが子のう

天　野　典　英

紬
が飛び出します。

殻と異なって明瞭な子のう殻壁を持たない小房中
に子のうが形成されることがあげられます。ただ，

盤菌類の子のう盤に類似した子のう果を持つ小房
子のう菌類もあります。
小房は19世紀の初めには既に菌学者によって

観察されていました。そして今世紀の初め頃から
小房を持つ子のう菌類と子のう殻を持つ子のう菌
類，さらに後で述べるMyriangiales小房子のう

菌類の3者の類縁関係について盛んに研究が行
われるようになりました。これらの研究を土台に

して，アメリカのE．S．Luttrellは子のう菌類を

1重膜子のうを持つグループと2重膜子のうを持
つグループの2つに大きく分け，さらに，それ

ぞれのグループを子のう殻と小房の内部で子のう
などがどのように形成されるかで細分しました。
E．S．Luttrellのこの仕事は単に小房子のう菌類

という分類群を確立しただけでなく，その後の子
のう菌頬の分類学的研究に大きな影響を与えまし
た。

2．小房子のう菌類の分類体系

小房子のう菌類の分類体系は専門家の間でも意
見が大きく異なっていて，末だ定説はありません。
ここではE．S．Luttrellの体系に従って簡単に説

明してみたいと思います。

彼は小房子のう菌類を子のう栗の形状と子のう
果中心体の発達の仕方に基づいて5つの大きな
グループに分類しています。

ミIJ7ンギウム目　Myriangiales

子のう果中に不規則に形成される小房中にただ
一つの球形～亜球形の2重膜子のうが形成される

小房子のう菌類です。竹の梓に黒色のクッション
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状の子のう栗を形成する物わα乃gf㍑桝属が日本で

良く知られています。カイガラ虫に寄生する種類
もあります。

ドチデ7日　Dothideales

この仲間の小房子のう菌類の成熟した小房中に

は子のうのみが観察され，偽側糸などは観察され
ません。植物病原菌として有名な物co坤ゐαβ柁Jわ

属はこの仲間です。桑の枯枝上には良く　か0挽fdgα

属が観察されます。

プレオスポラ目　Pleosporales

この仲間の小房子のう菌類の成熟した小房中に

は子のうと偽側糸などの糸状の組織が観察されま

す。上申わ坤ゐαgrfα属，PJg0坤0和属などがこの仲

間に含まれます。大型草本の枯れた茎，特に根際，

を単念に観察すると容易にこの仲間は見つけられ
るかと思います。

ヒステリウム目　Hysteriales

子のう栗は盤菌類の子のう盤に大変よく似てい
ます。子のうは偽側糸の間に形成されます。子の

う巣に特徴がありますので，単念に枯枝を観察す
るとこの仲間の小房子のう菌類を採集することが
できると思います。

へミスフ工lJ7日　Hemisphaeriales

ロ・一マ時代の戦士が持っていた楯を伏せたよう

な楯型の子の果を形成します。多くは植物病原菌
で熱帯から亜熱帯に分布します。日本産の種類に
ついては勝本　謙先生がまとめられています。

（〒569大阪府高槻市北園町7－17）

1992年度　活動の記録（上半期）

第293回例会　分類学講座（第17回）

日　時：1992年5月20日（日）53名参加

場　所：滋賀大学教育学部大会議室

演　題：イグチ類の分類について

講演者：長沢栄史氏（菌華研）

藤田博美氏より長沢栄史氏の紹介の後，プリン

トを使ってイグチ類の分類形質とすべての属の解

説があった。また，代表的なイグチがスライドを

使って紹介された。化学成分を使った研究や，最

近のDNAを用いた研究なども紹介された。

寄贈図書と同好会誌の展示と貸出しも行なわれ

た。　　　　　　　　　　　　　　（横山和正）

第294回例会　シンポジウム

日　時：1992年6月20日（日）73名参加

場　所：同志社女子大学デントン館

総合テーマは「菌根菌の栽培の現状と将来展望」

で，次の5題が発表された。進行は岩瀬剛二氏

（関西総合環境センター）と太田　明氏（滋賀県

森林センター）によって行われた。

1．川上嘉華氏（広島県立林業試験場）：マツタ

ケ栽培について，2．菊池淳一氏（関西総合環

境センター）：べニハナイグチの子実体と菌根の

分布の関係について，3．伊藤　武氏（関西総

合環境センター）：海岸砂地黒松林におけるショ

ウロの生態とその増殖，4．鳥越　茂氏（兵庫

県立林業試験場）：アミタケ栽培の現状，5．藤

田博美氏（京都府農林水産部）：ホンシメジ栽培

の現状と将来展望。

その内容について簡単に報告する。

1．マツタケの栽培（川上嘉章）

どのような方法で新しいシロを作るか？。

①．感染苗の移植

2500例の中で1例だけ，マツタケが生じた

が，なかなか難しい。

感染苗の活性化に何かよい方法がないか？

集根施業が大事である。

②．胞子の散布で新しいシロを作る

胞子の発芽に問題がある。ペトリ皿毎で発芽

率が異なる。

例えは平成2年では0から97％，平成3年

では0％のように変動が大きい。

③．微生物の利用

放線菌や細菌を加えて，マツタケ菌の生育促

進させる。

岡山県では放線菌や細菌を加えることによっ

て，他の菌の生育を抑えて，成功している。

④．菌根の接種

アカマツの根にマツタケ菌をつけ，菌根形成

させ，これをカプセル化する試み，現在実施中

⑤．シロの移植

行われているが，成功例はなし。

なお，近大農学部（稲葉氏）では実験室内で

親指大の子実体形成に成功しているが，完全な
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子実体の形成には至っていない。

アカマツ林の環境整備が一番大切であると思

う。

2．ベニハナイグチの栽培（菊池淳一）

京都大学付属演習林上賀茂試験地の21年生

のチョウセンゴヨウマツ林で調査した。

年に80本発生した。

解析の結果，板の分布と菌根の分布はほぼ重

なっていた。

3．ショウP栽培（伊藤　武）

ショウロは海岸砂地のクロマツと共生してい

る菌根性の菌である。

発生の10日前に40mmの降水があり，地中

温度が70Cから100Cになれは，よく発生す

る。

春（3から5月）と秋（10から12月）の年

2回発生する。

発生期は，秋から次の年の春にかけて1回

のこともある。（吉見氏口頭で補足）

4．7ミタケ（鳥越　茂）

アカマツの本数密度が高く，中下層木が適度

に繁り，Ao層が4cmから8cmの所で，乾燥

気味の場所では落葉が窪地にたまり，湿度が保

たれたような所に，よく発生する。

菌根性菌が44％を占めた。

シロは不規則で，1年後も同じ場所に発生

したり，30cm－40cm移動したり，どちらに

進むか予測できない。

栽培化の試み

26年生のアカマツ林で，下刈施業およびAo

層を‡はぎ取。，環境改善を行った0

その結果，処理区ではアミタケの発生量を増

加させることができた。特に，きのこのシロが

i以上を覆ってしまう林齢30年前後のアカマ
ツ林でAo層の掻き取りによって，アミタケを

選択的に発生させることができた。

5．ホンシメジの栽培（藤田博美）

北海道のトドマツからも発生する。

6系統あるようである。

単生のものはAo層があつい

群生のものはAo層がないところに発生する

傾向がある。
マツタケの発生が終わる頃に，発生する。

気温170C，10cmの地中温度が13－150Cで

発生する。

15年生から40年生アカマツ林で発生する。

マツタケは25年生から発生するので，マツタ

ケと比べるとやや早い。また，シロの深さは

10－15cmで，浅い。

焚火あとによく出る。焚火の時間は3～6

時間で，長い方がよい。斜面は緩斜面の方がよ

い。焼いてから3年ででた。10箇所のうち2

箇所で発生した。しかし，東北地方では焚火後

にツチクラゲが発生することが多いので，焚火

をすることに問題がある。寒い地方では木炭法

がよい。

木炭の利用によって，感染苗作りに成功して

いる。

以上講演の発表後，小原会長の司会によって，

発表者を中心に，活発に討論が行われ，午後

5時30分過ぎに散会した。　　　（下野義人）

第295回例会　橿原神官観察・採集会

日　時：1992年7月12日（日）

小雨　53名参加

場　所：橿原市橿原神官境内（シイ・カシ林）

橿原神官での採集会も今回で3回目になりま

した。前回までの2回は乾燥のため，採集され

たきのこの種類が少なかったのですが，今年は雨

が多くて採集されたきのこの種類も100種になり

ました。また，参加者も53名と多くなりました。

（衣田雅人）

採集品リスト

1励み0γ〟5mmの1妙わ′JJ〝∫　　　　　ヤギタケ

2エαC∽γぬα∽gfわざおα　　　　　　ウラムラサキ

3エαC（Wrぬ如拙ZCe0α彬〃α刀βα　カレバキツネタケ

4上．申ゐわざ0γdg（お　　　　　　コムラサキシメジ

5Ar椚f〃αγわJおお∂ggα循∫

60†ゆゐα桁αゆC妙5ゐ∽

70，ゆゐα肋αSp．

8Co砂わd町噌加わ

9Co砂みねsp．

10〟加即液胞削吻頭痛

110〟鹿椚α〝gggJわ♪〟（お乃∫

－　9　－

ナラタケモトキ

ヒダサカズキタケ

ヒダサカズキタケ属

モリノカレバタケ

モリノカレバタケ属

アシグロホウライタケ

ビロードツユタケ



12　0〟dg椚α乃gfeJ由れ2dグC（Zね

13仙血冊胴晶恒痛恒小曲

14ルね和∫研ゐ‘ざCr加fg印加オ？

15ル払γα∫桝〟∫　捉おおrrゆβ5

16ルね和α∫椚祝ざ桝αズわ乃〟g

17加わmS椚ゐ‘gSp．

18諒J…〃♪力（JJわJdr（川ゆα肝Jん7

19eゆ研川肋＝吋耶血

ツユタケ

ヒロヒダタケ

ウマノケタケ？

ハナオチバクケ

オオホウライタケ

ホウライタケ属

ヒメカノミイロタケ

ダイダイガサ

20A椚α乃ぬノarわ‡0g〃　　ヒメコナカブリツルタケ

21A桝α乃ね　α乃娩gr乃α　　　　　　　　テングタケ

22A〝‡α乃グねcgcfJfαg　　　　　　　テングツルタケ

23A帆馴粛椚叫財閥血var．カfJがαカバイロツルタケ

24A椚α乃如わナば如γおおタマゴテングタケモドキ

25A刑皿扇ぬsp．

26f）J〟お〟5αJrgcとゆgJJ〟5

27PJ〝お〟gk0乃ダ〝〝ざ

28f〉加わ〝gJゐ0〝l∫0ナZfg

29f〉加わ〟gSp．

30Agαγわ〝56〝〝ゆgfrゐ

テングタケ属

ウラべニガサ

ペニヒダタケ

カサヒダタケ

ウラベニガサ属

ハラタケ

31Ag㍑γfc〟S♪mgC肋柁gqお肌0g〟5

ナカグロモリノカサ

32Ag提rfc〟gSp．

33乃αわrg肋sp．

34肋β∽αわわ∽αノbSCか〟由柁

35劫oJわお肌αJfcoわvar．刑αC′噌0（お

36血0り鮎がおγP車0和

37血叫庖sp．

38月袖βわ刑αSp．

39Co〟わ昭わ祝∫Sp．

40Crゆfdofα∫椚OJJゐ

41Crゆ才（わ≠〝∫Sp．

42f〉毎J毎，0mgわgJJ〟5

43jおγPCO〝はぎ5〟鋸0〝Zg乃わざ〟5

44盈mCOチ乃〝∫Sp．

45月0わ〟5γ〆た〟血〟ざ

46＆蘭お頭誠描画蛸邪

47月oJef〟ざノねfgr乃〟5

48月bkf眈S♪se祉docαJ（ゆ〟5

49劇症知日威服血埴榔

アメ

50励わ血∫Sp．

51乃句拘わsp．

52ji〟gS祝7両（ゆ0弗fc（7

53月〟5g録肋乃なrGα乃5

54月〟ざ∫加わ♪gCJg乃αわ最gg

ハラタケ属

ナヨタケ属

ニガクリタケ

カオリツムタケ

カブラアセタケ

アセタケ属

ワカフサタケ属

フウセンタケ属

チャヒラタケ

チャヒラタケ属

キヒダタケ

アワタケ

アワタケ属

ヤマドリタケモドキ

ムラサキヤマドリタケ

コウジタケ

二七アシベニイグチ

リカウラベニイロガワリ

ヤマドリタケ属

ニガイグチ属

シロハツモドキ

ク　ロ′、ツ

クシノハタケモドキ

55　月〟5g〟わざ0，℃γぬ

56j？〟5g〝おりα乃鵬α乃Jゐα

57j？〟5∫〟お粥αγぬβ

58月〟5∫〟わα肌0g〉〝α

59j？〟5∫〟ぬ〃わでgCg乃ざ

キチャハツ

カワリハツ

ニオイコべニタケ

ムラサキカスリタケ

アイタケ

60月〟gg〟由がgrfdfγ〟か加わ乃みαねフタイロべこタケ

61ji〟∫ざ加わα路0αγぞ0おお

62月〝gg祝血∽∫ね〃坤gfdね

63　月〝∫5〟ぬゑα乃ざαfe循∫ゐ

64月〟∫5〟血sp．べニタケ属

65エdCねγ〝55〝ねgJk作況5

66エαCねrf〟g〝0お肌〟ざ

67エdCねγね‘5gぞ和摘ff

68ムZCぬわ〝ggmCgJね

69エdCぬγゐ路ゐαね〟血加

70エdCねγゐ‘gSp．

71Cα乃娩α柁J〟SSp．

72　CJαぴαJわ‡αCrたわわ

73上も如）0用∫蝕みgmgおγ

74　も妙0和ぎ∫〝α椚05〝5

75動地仰臥ぬぬ加お

76　も妙0γ〝∫αれ勤由γα∫

77允ら少和ぎ∂αdゐ‘5

78肋，1坤0柑5〝g川わ砂β5

79ろ′Cナヱ噌0γ〝SCOCCわ！βα5

80　Coわoねぎがβ柑わ0わγ

81mⅦ〝CO坤0γαOCγPk祝Gα

82f研如かぬ〆乃fco血

ヒビワレシロハツ

カレ／ミハツ

ヒナべニタケ

（クサハツ近縁種）

ケシロノ、ツモドキ

チチタケ

クロチチダマシ

アシボソチチタケ

ノ、ツタケ

チチタケ属

アンズタケ属

カレユダタケ

タマチョレイタケ

ア　ミ　ヒラタケ

ハチノスタケ

アミスギクケ

アシグロタケ

ツヤウチワタケ

ヒイロタケ

カワラタケ

ウズラタケ

ツガサルノ　コシカケ

83E拘わzgぬ頑やわ乃αね　コフキサルノコシカケ

84　0椚粛α肌止bね

85Agfαg〝∫わgrP肌′γわ〟g

86　Scわγpde乃乃ααγgOわね〝‡

87タねoJg摘〟S f乃Cわγ〟5

88　Cγ〟Cf∂〟J〟椚肋紺g

89CαJ〃加わC和乃才的γ∽ゐ

90と叩頭〝成沼♪〝毎払椚？

アズマタケ

ッチグリ

ヒメカタショウロ

コツブタケ

ツネノチャダイゴケ

ノ　ウタケ

キツネノチャブクロ？

91乃β〟（わのJ〟ggCゐgJわ乃∂β聯αg　　　サンコタケ

92A〟γわ㍑わγ由α〟γわ〟わ　　　　　　　　　キクラゲ

93　Cαわcg，Ⅶかねcogα　　　　　　二カワホウキタケ

94月わ如rg地cgr乃α　　　　　　　　ビョウタケ

95　月eJがgJJαJαC〟乃0gα　　　クロノポリリュウタケ

96勉ねα∂αdfα？　　　クリイロチャワンタケ？

97CoゆC勿550みoJ的和

98CoゆC密5頭加cocゆ加わ

99加減M功血血

100」砂血γね〆γねGαγ由

－10－

セミ　タケ

ハチタケ

クモタケ

（和名なし）



第296回例会　乗鞍高原観察・採集会

日　時：1992年8月1日（土）～4日（火）

晴れ　79名参加

場　所：長野県南安曇郡安曇村

（主にコメツガ林・カンパ林）

往復のバスの中では，ベテランのバスガイドで

も匙を投げるような乗客ののりの悪さだった。こ

れが，この会の不思議なところで，山に入った時

の歓声，感声，喚声が交じり合う様とは対照的。

「この静けさは何だ。」と思いながらも，やはり

私も朝が早かったせいもあるのか寝てしまってい

た。

昨年度に下見をした時には，足の踏み場もなく

きのこだらけだったのに，と思っても後の祭。来

年は何とかうまい日を選択したいと思う。それで

も以下の採集リストに挙げられた種数は通常の採

集会の比ではない。　　　　　　　（森本繁雄）

採集品リスト

l f〉／7．川血小心川前血旧

2f）ね〟相加5♪〟J椚0〝αγゐ（5

3エg加わ7〟gJ¢fdg〟5

4Scあた坤わ′JJ〟肌CO椚椚〟乃β

5勧ゐ0和ぎαγゐ〟∫Jわ′〟5

6伽断　わ庖sp．

7エdC（Ⅵγわあ才のわγ

8　エαCαZrfα血Cα7ね

9エαCG rrαSp．

10CJわ印加sp．

11Trgcゐ0わ別αざ（ゆ0乃αCg〟∽

120〝砂丘めαSp．

13Co妙わd町境加わ

14Co物′みねpem乃αね

15Co砂みねsp．

16（九dl肋7〝∫ん、抽♪ん亘lやあ．1イん7

17肋和ぎ椚払SSp．

18物Cg批7ゆ砂おタ）gわ

19秒dr坤〟ざαわ・血路〟∫？

20秒め1坤〟gSp．

21A〝α乃お力γわ拍∫α

22A仙川薇＝那睨甜元

23A〝Zα乃血がαgわ2αねvar

キヒラタケ

ウスヒラタケ

マツオウジ

スエヒロタケ

コクリ　ノカサ

アカヤマタケ属

オオキツネタケ

キツネタケ

キツネタケ属

カヤタケ属

ミネシメジ

ヒダサカズキクケ属

モリノカレバタケ

ワサビカレバクケ

モリノカレバクケ属

ヒロヒダタケ

ホウライタケ属

ナメアシタケ

ヒロヒダタケモドキ？

ニセアシナガタケ属

ヒメコナカブリツルタケ

／くニテングタケ

．〃αgg乃αね　　ツルタケ

24Aナ乃α乃血〃吻乃αねvar，力めαカバイロツルタケ

25Aナ乃α邦吉ねノお即妙g∫　　　　　コガネテングタケ

26A乃α乃ねγ〝わざCg乃5　　　　　　　　　　ガンタケ

27P〝お〟5αγαゆ肋∫

284押流那Sp．

29q′ざわdgr椚αfer柁gf

30Cゆ血購Sp．

31∧厄β椚αわわ∽αノわ5Cわ卯血相

32Abg椚αわわ椚αSp．

33月なoJわね那加聯Jg乃α？

34f ooわねsp．

35血叩加α肋扉加地

367〝0α∂gねcg和

37血肌かわん油の恍滋

38血叫庖sp．

397乃0り・∂gSp．

40血叩加sp．

41CoJ†／〃〟わ田川鋸（、J‘〃d〟血∫

ウラベこガサ

ハラタケ属

チャヒメオニタケ

ヒトヨタケ属

ニガクリ　タケ

クリタケ属

アカツムタケ？

スギタケ属

アオアシア七夕ケ

クロトマヤタケ

コバヤシアセタケ

アセタケ属（No．1）

7セタケ属（No．2）

アセタケ属（No．3）

イロガワリフウセンタケ

42Co〟わαγおばSp．

43qy椚乃qpfJ〟ざ頭gCわあfJね

44Go〝ゆ鋸d〟ざ椚αC打払〟∫

45Cゐ和（堺）〝ゆゐ〟ざわ刑g〝わざ〝ざ

46　5■αfJJ〟5わ刑g乃わざ〟∫

475〟タ肋gsp．

48月妙JJ坤0柑5∂β肋ざ

49盈和CO∽〟SSp．

5080わ≠〝∫7℃′わ〟おお‘5

51月0如〟gSp．

52月扉蕗那gmg〟5？

53βoJねおG匂わ〟∫

54月oJgねぎ0（加わ乃言わ

55月0由紀5α0如才？

56月0わ〟55g〝5路fJね

フウセンタケ属

オオワライタケ

キオウギタケ

フサクギクケ

ワタゲヌメリイグチ

ヌメリイグチ属

キヒダタケ

アワタケ属

ヤマドリタケモドキ

トクヤマドリ

クロアワタケ？

アシベニイグチ

オオダイアシベニイグチ

ヒメコウジタケ？

ミヤマイロガワリ

57βoJeおざ〟∂〃gJ〟妙β∫

アメリカウラベニイロガワリ

58月0おねばSp．

59乃′わかJ〟ざα如才〟5

60　je〟5g〟わdgJfcα

61月〟5g〟be∂〟γ乃gOα，℃0おお

62凡堀川血〃也九m那

63斤鋸即抜目お肌頑加わ

64月〟gg〟血αd〟ざね

65月〟55〟血ノbgfe乃5

66月〟gg打払ナ乃βねCかりα

67月〟ざ∫〟おりα〝0∬α乃娩α

68凡J∫∫JJん7♪（、／／川、“′／

69　月α∫5加わ〝手αわαg

70　月〟∫5〟由れ）∫αCgα

11－

ヤマドリタケ属

ウラグロニガイグチ

シロハツ

ツギハギハッ

ク　ロハッ

クロハツモドキ

コゲイロノ、ツタケ

クサハツ

イ　ロガワリシPノ、ツ

カワリハツ

ウグイスハツ

ニオイコベニタケ

ヤプレベニタケ



71月〟5∫〟わあg加わmm　カンパべニタケ（新称）

72RussuhZSp．　　ベニタケ属（ochroleuca？）

73RussuhlSp．　　ベニタケ属（albonigra？）

74RussuhlSp．　　ベニタケ属（veternusa？？）

75RussuhlSp．　　ベニタケ属（aeruginea？）

76月〟∫ざ〟bsp．　べニタケ属（クサハツ近縁）

77助∫5〟bsp．　　　　　ベニタケ属（No．1）

78月〝ざ∫〝由sp．　　　　　べニタケ属（No．2）

79肋5g〟肋sp．　　　　ベニタケ属（No．3）

80エdCねrg〟5〃0わ椚〟5　　　　　　　　　　チチタケ

81上。Cぬγ〟gC′ひざ0γγゐg〟ざ　　　　　キチチタケ

82エdCねrf〟ざ血gfわ0わγ祝5　　　　　7カモミタケ

83エdCねγゐ‘∫Sp．　　　　　　　　チチタケ属

84Cα乃紘αγ柁肋gSp．　　　　　アンズタケ属

85月α椚αγ由sp．　　　ホウキタケ属（No．1）

86励∽αγfαSp．

ホウキタケ属（No．2）（ハナホウキタケ近縁）

87月α刑αγわsp．　　　ホウキタケ属（No．3）

88Go〝砂丘祝∫ノわccog〟5

89　5ね，℃〟別0gわでα

90　5お7℃α〝才力ブタ等〟J〝〝‡

917ⅥgJ勿ゐ07提Sp．

92月なgJわあ方形‡ger？

935わⅣ0（わ乃Sp．

94上も妙0γ〟∫αJ〃β0血γわ（5

95月）妙0和ぎ〃αγ払g

96エdg軸0mg5〟砂カ〝柁〟gVar

97珍妙0川∫50わ乃ge乃∫ね

980g　坤坤rr∫軸物γ0わ〟C録ざ

99ムCゐ乃Odgγ椚α柁gg乃0g〟椚

100乃仲卸倣沌効放射

101f〉ゐαgOJ〟gSCゐ抑βわわたブタ

102Co肋′fcぬか柁乃乃ね

103　Co肋イCわcg雅邦α椚0mgα

104乃C噌00　∫C∫C dわααγ乃〟5

105此御地励朴伽他聞

106Gわβ噌′ひ〃〝刑ざ¢由わ〝椚

107エg雅之わざ如〟J〝α

ウスタケ

チャウロコタケ

キウロコタケ

イボタケ属

クロハリタケ？

コウタケ属

ハチノスタケ

キアシグロタケ

椚加わf〟5マスタケ

シロカイメソタケ

オシロイタケ

ヤニタケ

カンパタケ

カイメソタケ

オツネンタケ

ニッケイタケ

シュタケ

アカゾメタケ

キカイガラタケ

カイガラタケ

108A祈れ）dfαんefer0，循0坤ゐα　ミヤマシロアミタケ

109月（珍妙0γ鋸の血相ざ　　　　エゾシロアミタケ

－12

110　Coγわ〟5〃β門CObr　　　　　　　　カワラタケ

111CorわJ〟5あわ3〟加∫　　　　　アラゲカワラタケ

112Trfcゐ上砂≠〟椚如才gfわ7〟椚　　　　　シハイクケ

113Trgc血が〟偶力‘∫COがgOぬcg〟椚ウスバシハイタケ

114凡例わかぬ〆雅た0わ

115凡例β5万mg乃ねγわ（∫

116　G（7乃0（おγ∽αがαわざぬC混用

117　0乃〝わざCα〟，Ⅶ

118月わg招乃〟ぶんα〟など才

119創成肋那仏所卿触

ツカナサルノ　コシカケ

ツリガネタケ

ツカソマンネンタケ

サジタケ

モミサルノ　コシ′カケ

カ／ミノ二七ホクチタケ

120f協β描乃〟gSp．

121AgJmeαざわgm桝gfrgc〟5

122秒加grP O〝5gお肋ね路

123〃揖〟由γ毎々rrね

124〃妨地目め即－わ刑β乃わざα

125f協αJ〟ざ〝ゆ録dc㍑5

126秒刑β乃聯∫ねrSp，？

127　T柁椚β〃α桝β∫β乃おrfcα

キコブタケ属

ツチグリ

タマハジキタケ

キンチャクタケ

コチャダイゴケ

スッポンタケ

ヒメノガステル属？

コガネニカワタケ

128乃純血わ′血〟別邸わめzog〟別　ニカワハリタケ

129　Cαわcg，Ⅶがなco∫α　　　　　　ニカワホウキタケ

130g毎加〝ぴCgSgm乃乃〟ぬ録ざ　　　　ツチダンゴ

131肋JJおおCわ紺柁α　ハイイロクズチャワンクケ

132エαCゐ乃〟弼Sp．？　　ヒナノチャワンタケ属？

133エdCゐ乃g〃〟ksp．

ヒナノチャワンタケモドキ属（No．1）

134ムZCゐ〝eJJ加わSp．

ヒナノチャワンクケモドキ属（No．2）

135Cわわpc加γねαgr吻乃0gα

ロクショウグサレキン

136創卸那肋sp．　　　　　　　ビョウタケ属

137勉ねαSp．　　　　　　　チャワンクケ属

138CoゆCゆ∫fわα光か′オ　　　　アワフキムシタケ

139CoゆCゆgC（かねお　　　　　　　タンポタケ

140CoゆC勿5カ〃邦吉α川椚　　マルミノアリタケ

141CoゆC密5みね？柁gdαf．椚fc／指揮0祝β乃ぶた

ミヤマタンポタケ

142CoゆCゆα形作〟おお　ヒメクチキタンポタケ

143勧0〝ぴCe5Sp．　　　　　　　　タケリタケ

144Endogonaceae？　　　　　ェンドゴーン？



誌上　きのこクイズ

夏の採集会などで恒例となりかけているきのこ

クイズを会報でも少し楽しみましょう。今号では

「私は誰でしょう。」シリーズでお楽しみくださ

私は誰でしょう
ヒントを手がかりにして，「私」がどんなきのこ

かあててください。

なお，解答は次号。正解を書いて編集委員長ま

でお送り下さい。全問正解者5名には粗品をさ

しあげます。締め切りは12月25日です。

転回
第1ヒント

＊私は秋が好きです。群生します。

第2ヒント

＊私は地上が嫌いです。湿った朽ち木が大好き

です。

特に，ブナやミズナラなどは大好物です。

第3ヒント

＊時に私は人間に食べられます。

第4ヒント

＊私のひだは柄に長く垂生し，のち汚淡紅色と

なります。

第5ヒント

＊私の胞子は不整角形です。

第6ヒント

＊私の体は普通の形のものの他にしばしばだん

ご状の塊を作りますが，これはナラタケの寄

生によって生じた子実体の奇形であるといわ

れています。さて，私は誰でしょう。

転回
第1ヒント

＊私の体は黄色です。

第2ヒント

＊私の胞子は味気の無い，無色，平滑，楕円形

です。

第3ヒント

＊私の仲間は竹林に見られますが，私は雑木林

内で見られます。

第4ヒント

＊やや稀で，あまり有名ではありませんが，吉

見昭一先生には愛されています。

第5ヒント

＊私には悪臭があります。

第6ヒント

＊私にはマントが有ります。さて，私は誰でし

ょう。

匝享画
第1ヒント

＊私の体は硬くて，食料には

なりませんが，薬にはなる

そうです。

第2ヒント

＊私の胞子は卵形で二重膜構

造を持ちます。

第3ヒント

＊私の体は3菌糸型。柄を持

ちます。

第4ヒント

＊時に，置物になったりします。広葉樹に発生

するといわれます。

第5ヒント

＊色は卵黄白色から赤

褐色，くり褐色等に

なり，全面にニス状

の被覆物を分泌し，

漆様の光沢がでます。

第6ヒント

＊中国では霊芝と呼ばれています。さて，私は

誰でしょう。

巨頭
第1ヒント

＊私は毒きのこではありません。

第2ヒント

＊どちらかといえば秋が好きです。

第3ヒント

＊私は広葉樹の林の地上に発生します。

第4ヒント

＊私のひだは成熟すると肉色です。

第5ヒント

＊私の胞子は広楕円状多角形です。

第6ヒント

＊毒きのこである私の仲間とよく間違われます

が，私にはしばしば指で押したような紋が現

れることがあります。また，白色絹糸状の光

沢を持ちます。

第7ヒント

＊今号のどこかに私と私の仲間の話が出ていま

した。さて，私は誰でしょう。

ー13－
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会員よりの便り

外国よりの書籍の購入について

天野　典英

本誌9号の「きのこ質問箱」に外国からの書

籍購入の方法について簡単な説明が載りました
が，それに補足する意味で外国からの書籍購入に

ついて自分の経験を述べさせていただきたいと思

います。

1．カタログを見て注文する前に

本誌9号を参考にして，Krypto，KoeltzScien－

ti丘cBookからカタ・ログを取り寄せたならば，書

籍を発注する前にカタログに載っている「注文に

当たっての注意事項」を熟読されることをお勧め

します。発注した書籍の返品はまず不可能だとい

うことに，くれく、・れもご注意下さい。

2．購入代金の支払方法

外国から書籍を購入する際に一番面倒なのは代

金の支払ではないでしょうか。数年前までほ手数

料の安い外国郵便振替を利用していましたが，最

近はクレジットカードを利用しています。換算

レートが若干高めのようですが，書籍の注文時に

代金をクレジットカードから引き落とすように指

示するだけですみますので，一番簡単な支払方法

かと思います。本誌9号で紹介されていたKrypto，

KoeltzScientificBookはクレジットカードでの

支払が可能です。利用できるクレジットカードは

カタログに載っています。

3．外国からの図書購入にかかわる事故

過去10数年，外国の古書店，書店から書籍を

購入してきていますが，注文したのと別の書籍が

送られて来た，代金を支払ったのに注文した書籍

が届かない，といった事故にはまだ会っていませ

ん。しかし，万一のために，発注書のコピー，代

金の支払の記録などは常に保管してあります。以

前，オランダの古書店より書籍を購入した際に，

郵便振替で書籍代を送金したのにもかかわらず，

約1年後に代金の督促を受けたことがあります。

その時は送金記録のコピーを相手先に送って解決

しました。関係書類は必ず保管されておくことを

お勧めいたします。

拙文が外国から書籍の購入を計画されておられ

る会員の方々に参考になれば幸いです。

（〒567大阪府高槻市北園町7－17）

11日HllHHHHHlHHlllllllHlllmlHlH川日日川日日llllll日日l‖llmIHl日日‖川l川II川IHmHHlm

このミイラどうなるの？

山崎　玲子

きのこの乾燥標本を作るようになって13年ほ

どたちました。今日まであれこれ試してきました。

乾燥しいたけを作る時のように，広げて天日干

しにしたり，魚等を乾燥するカゴ式の網を使用し

たこともあります。

イグチ科は傘が厚くて乾燥しにくく，完全に乾

くまでに虫に食われたり，かびが付いたりします。

テングタケ科はどちらかというと樹林下の腐葉土

の多い所に生えるせいで水っぽいのと，中に含ま

れている成分のせいと思われるのですが，とても

早くとろけてしまいます。天気の良い日に一気に

乾燥するのが理想ですが…。

私の作った乾燥標本は名前の付いていない物も

含めて370点ほどありますが，イグチ科，テン

グタケ科は少なく，意外と何度も採集しているは

ずのきのこがぬけています。

苦心の末にたどり着いたのは，1～2日天日

干しをし，その後レンジで水気を取る方法です。

その時に中の虫や菌を殺すことができます。そし

て，また天日干しをして，仕上げにもう一度レン

ジでカリッと乾燥します。この時レンジの中はか

なり悪臭がしますが，しばらくすればこの臭いは

取れてしまいます。それをサイズに合ったビニー

ル袋に入れてセロテープで空気が出入りしないよ

うに閉じてしまいます。チャック式の袋もかなら

ずチャックの上を閉じておきます。それに採集地，

採集年月日を記入し，クッキー用の缶に乾燥剤や

防虫剤を入れておき，毎年乾燥剤と防虫剤は取り

替えます。以前すこし油断をしたためにエゴノキ

クケが跡形もなく消えてしまい，他のきのこも駄

目になってしまいました。缶に入ったきのこは，

目録をとり，目録の裏に写真か絵を張り整理して

います。

ある人に「そんなに沢山きのこのミイラを作っ

てどうするのだ」と聞かれたことがあります。ど

うする訳でもないのですが，その過程で頭の中に

整理していくことが出来ますので私にとっては，
一つの勉強の手段です。

しかし，このミイラ本当にどうなるのでしょう

か？

（〒470－03愛知県豊田市花本町宇津木103－3）

－14－



きのこ西東
きのこ質問箱

G．きのこの写真に挑戦してみようかなと思う

のですが，どんな風にすれば『日本のきのこ』の

ような美しい写真が撮れるのでしょうか。

（奈良県　H．M．）

A．一言に「美しい写真」と言ってもいろいろ

と感じ方が違うので，この撮影法が最高だという

ものは無いでしょうが，ここでは『日本のきのこ』

に多くの華麗な写真を提供されている伊沢正名氏

風の撮影法を紹介します。

装備は一眼レフカメラ，50㍉マクロレンズ，

丈夫なローアングルが可能な三脚，レリーズがあ

れば充分でしょう。AFカメラできのこを撮る時

もピントは手動でしなければなりません。AFで

ないカメラが手元にあれば，最新型のカメラを買

いに走る必要はありません。

『日本のきのこ』に撮影デー∵タが掲載されてい

ますのでよく調べてみますと，伊沢正名氏の撮影

では絞りはf16からf32くらいが普通です。かな

り絞り込んでいます。こうするとピントが後ろの

方まで合ってくるので，シャープな写真になるわ

けです。

しかし，良い事はかりではありません。絞り込

んだ分だけシャッタースピードが遅くなるので

す。明るい林内でもi秒から2秒位，暗い林内

では4秒位から30秒以上など普通とはだいぶ変

わった撮影をしなければならない事に気づきます。

ですから，手プレをさけるために丈夫な三脚が

必要不可欠になるのです。なんとなく不鮮明な写

真のほとんどはここに原因があります。「歩く時

に重いから」と思うか，「歩く時に重くても」と

思うかが勝負の別れ目です。

ポートレート写真等では，顔の影の部分などに

レフ板で光を与えて，光のムラがでないようにし

ています。きのこもその要領でどうしても暗くな

りがちな，ひだや柄の部分等に光を補ってやりま

す。レフ板は市販のものは高価ですので，台所に

あるアルミホイルが利用できます。

フィルムの種類はリバーサルフィルムが美しい

色の再現には最適です。ASAlOOかASA50くら

いで各社から販売されています。色々と使ってみ

て，自分の好みにあったものを選んでください。

また，スライドが出来上がりましたら，関西菌類

談話会のスライド大会にぜひ参加して，皆さんに

自分の作品を見てもらって，アドバイスを受ける

と良いでしょう。

－15

1991年9月現在本会が保管している，寄贈された書

籍や各会の会誌，会報の類を列挙します。保管場所は
滋賀大学教育学部生物学教室　横山和正氏研究室です。

関西菌類談話会蔵書一覧
・奈良市史（自然編）／奈良市
・楽しいきのこ狩り／小山昇平著／株式会社　企画室
・九州のきのこ／1984／熊本きのこ会・大分きのこ会

／熊本日日新聞社
・仙台キノ　コ同好会会誌　No．10（1985），No．12

（1987），No．14（1989），No．15（1990）／仙台キノコ同

好会
・冬虫夏草　No．5（1985），No．6（1986），No．7（1987），

No，10（1990），No．11（1991）／日本冬虫夏草の会
・Lechampignon’87／1987／東京農業大学きのこの会

・特産情報11月号（1989），12月号（1989），7月号

（1990）／農村文化社
・北海道キノコの会会報No．19～27（1989～1991）北

海道キノコの会（No．21は欠く）
・日本産イグチ類／1990／北海道キノコの会

・キノコ講話11（1989），13（1991）／熊本きのこの

′∠ゝ

・くさびら（神奈川キノコの会会報）／8（1986），12

（1990），13（1991）／神奈川キノコの会
・神奈川キノコの会第12回宿泊野外勉強会講演会資料

／1991／神奈川キノコの会
・さもだし（弘前きのこ友の会会報）No．2（1985），

No．3（1986），No．5（1989），No．6（1990）／弘前きの

こ友の会
・本郷次雄教授論文選集／1989／滋賀大学教育学部生

物学研究室
・寺川博典：菌と人と自然と／1989／学会出版セン

ター

・福井きのこ会会報　No．1（1989），No．2（1990）／福

井きのこ会
・きのこの生態とその暮し（本郷次雄博士記念講演会

要旨）／1989／福井きのこ会
・きたのくさびら（青森きのこ友の会会誌）／1987／青

森きのこ友の会
・つちぐり（日本菌学会東北支部会報）No．6（1990），

No．7（1991）／日本菌学会東北支部
・なは（山口なはの会会報）No．3（1989），No．4

（1990）／山口なはの会
・きのこ族（黒石きのこ研究会会誌）／1986／黒石

きのこ研究会
・広島きのこ同好会新聞　No．3（1989），No．4

（1990）／広島きのこ同好会
・モダン／メディア　Vol．36（1990）／栄研化学株式会社

・Linko圧■，G．H．：Field Guide To North American

Mushroom／1981／AlfredA．Kopilnc．

・Proceeding of theInternationalSynposium of the

KANTO Branch of MycologiCal　Society of

Japan／1991／日本菌学会関東支部
・四季の詩（豊田植物友の会20年の記録）／1990／豊田

植物友の会
・京都御苑自然状況調査報告／1991／糊国民公園保存

協会京都御苑保存会
・天川村洞川の自然観察／1991／奈良県理科の会
・湘南のキノコ（平塚市博物館夏期特別展図録）／1991

／平塚市博物館
・成田伝蔵：青森県産キノコ目録（青森県生物学会誌

27別刷）／1989／青森県生物学会
・きのこ通信　No．6（1989）／きのこ星雲事務局

以上（順不同）



会報バックナンバーの頒布に
ついてのお知らせ

会報のバックナンバーが少し残っております。ご

入り用のお方は，下記の表をご覧になり必要なもの
の品番と部数を，はがきで事務局へおしらせ下さい。

先着順に現品と請求書をお送りいたします。

関西菌類談話会会報のバックナンバー　1部200円

（N0．8までほすべて8ページN0．9より12ページ）

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報
関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報
関西菌類談話会会報

No．1＝品番1

No．2＝品番2（品切れ）

No．3＝品番3（品切れ）

No．4＝品番4

No．5＝品番5

No．6＝品番6

No．7＝品番7

No．8＝品番8

No．9＝品番9

関西菌類談話会会報　No．10＝品番10

関西菌類談話会会報　No．11＝品番11

事務局よりのお知らせ 

1993年度より，年会費が2，000円になります。 

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するご意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙5～6枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒612京都市伏見区深草西出町25－4

関西菌類談話会会報編集委員長

森本　繁雄

編集委員：山中　勝次，井坪　豊明，田中千尋，
橋星　　誠，丸西　靖恵，佐々木久雄

（順不同）

誌上 �*ｸ,ﾈ+�4�485�/�ﾞﾈ,�,H*ﾘ+�+8*"�す。 きのこクイズにふさわしい問題を募集しま 

楽しい問題を作って，編集委員会までお送り下さい。 

表芸妄言せて1。9。年7月2．。　　　　　　　　撮影場所福島県槍枝岐村 

山と渓谷社の「夢自然きのこ」でも紹介された神奈川きのこ会の会津での宿泊研修会での写真です。会津駒 

ケ岳登山道を登る途中で，ふた抱えもある大木に発生するきのこを発見しました。ツキヨタケかヌケオチ（プ 

ナハリタケ）ではないかなと話しながら近づいてみると，クモギタケの大発生でした。こんなりっはなきのこ 

の発生場所に案内してもらった東北きのこの会の庄司氏をはじめ，地元の有志の方に感謝します。 

（松井英幸：〒631奈良市学園赤松町2445－5　プレジール学園前105号） 

編集後記

今号より16ページ編集となりました。編集のやり繰りにも少し余裕が出ます。今までは次号回しになった原

稿も数多く有ったのですが，少し改善されそうです。

また，今号より『会員の便り』『きのこクイズ』のコーナーが新設されました。特に，『会員の便り』は編

集委員が涙を流して喜ぶものです。とにかく，反応がないことが一番こたえます。会員の皆さんの原稿をお待

ちしています。
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